
同
窓
会
総
会
開
催
！

六
月
十
五
日
、
日
の
出
会
館
に
て
開
催
。
四
十
三
名
が

総
会
へ
出
席
の
回
答
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
日
参
加
三
十

四
名
と
な
る
。
和
気
藹
々
の
な
か
議
事
進
行
し
、
次
の
議

案
が
審
議
さ
れ
た
。

一
、
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告

二
、
事
業
計
画
と
予
算
案

１
、
学
校
林
、
修
練
道
場
視
察

２
、
同
窓
資
料
室
開
設
に
つ
い
て

３
、
同
窓
の
集
い
実
行
委
員
会
構
成
の
件

三
、
そ
の
他

同
窓
会
活
性
化
の
妙
案
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
詳
細
に
付
い
て
は

別
記
報
告
し
ま
す
。
記
事
の
中
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

同
期
会
情
報

∧
旧
中
五
期
∨

連
絡
先

札
幌
支
部

楠

朋
顕

東
京
支
部

五
十
嵐

満

札
幌
支
部
の
同
期
会
は
六
月
九
日

定
山
渓
・
渓
流
荘

に
て
。

全
国
同
期
会
は
東
京
支
部
が
担
当

九
月
三
日

伊
豆

の
伊
東
温
泉
に
て

∧
一
期
生
∨

平
成
六
年
・
岩
見
沢
市

平
成
七
年
・
滝
川
市

平
成
八
年
・
幌
新
温
泉
一
泊

平
成
九
年
・
箱
根
、
東
京
２
泊

平
成
十
年
・
深
川
市

平
成
十
一
年
・
定
山
渓
温
泉

と
、
毎
年
同
期
会
を
開
催
し
て
い
る
。

札
幌
近
郊
在
住
者
約
三
十
名
に
よ
り
「
芙
蓉
会
」
（
昭
和

二
十
四
年
卒
業
を
も
じ
っ
て
命
名
）
を
結
成
し
、
毎
年

二
月
二
十
四
日
に
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
二
十
四
人

が
出
席
し
て
大
い
に
歓
を
尽
く
し
た
。

∧
二
期
生
∨

今
年
度
は
札
幌
が
当
番
で
開
催
予
定

∧
三
期
生
∨

事
務
局

0
0
3
-0

0
2
3

札
幌
市
白
石
区
南
郷
通
十
四
丁
目
北
八
ー
七

奥
田
勝
重

0
1
1
-8

6
2
-5

7
3
5

代
表
幹
事

0
6
4
-0

8
1
0

札
幌
市
中
央
区
南
十
条
西
六
丁
目
一
ー
十
一

宮
脇

敬

0
1
1
-5

1
1
-2

7
9
9

東
京
支
部
も
あ
り
毎
年
同
期
会
を
開
催

∧
六
期
生
∨

二
十
九
年
卒
業
な
の
で
２
９
会
（
に
い
き
ゅ
う
会
）

と
命
名
し
て
現
在
は
毎
年
旅
行
を
楽
し
む

代
表
幹
事

平
田
弘
美
ᵄ
鵜
川
寿
美
に
変
更

∧
十
一
期
生
∨

今
年
度
、
還
暦
同
期
会
を
深
川
に
て
開
催

∧
十
二
期
生
∨

一
九
九
八
年
に
同
期
会
を
開
催
。
つ
い
に
還
暦
を
迎
え

る
の
で
同
期
会
を
計
画
中
。

Ｈ
Ｐ

悠
友
倶
楽
部
：h

ttp
://w

w
w

2
.b

ig

∧
十
三
期
生
∨

三
十
六
年
卒
業
な
の
で
３
６
会
（
さ
ぶ
ろ
う
会
）
と
命

名
し
て
旧
交
を
暖
め
る
。

Ｈ
十
年
Ｈ
Ｐ
開
設

M
L
(

倉
山
昭
男
）

h
ttp
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w
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ig
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∧
十
四
期
生
∨

昨
年
は
同
期
会
が
同
じ
日
に
開
催
さ
れ
た
た
め
集
い
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
。
今
年
こ
そ
・
・
・
。

∧
十
七
期
生
∨

９
月
９
日
同
期
会
を
「
同
窓
の
集
い
」
に
あ
わ
せ
て

板
倉
で
開
催
。
同
窓
の
集
い
に
全
員
参
加
の
予
定
。

∧
十
八
期
生
∨

猪
子
会
（
い
の
ね
会
）

h
ttp

//w
w

w
.eg

ro
u
p
s.co

.jp
/files/in

o
n
ek

ai

二
○
○
二
年
に
同
期
会
の
予
定
。

∧
十
九
期
生
∨

昨
年
三
十
年
の
同
期
会
を
開
催

今
年
は
八
月
十
三
日

マ
ザ
ー
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
で
野

外
同
期
会
を
三
時
か
ら
開
催

∧
二
十
期
生
∨

東
京
で
同
期
会
を
開
催
す
る

今
年
は
八
月
二
十
日

深
川
ホ
テ
ル
で
四
時
か
ら
同
期

会
を
開
催
。

∧
二
二
期
生
∨

八
月
十
二
日
三
十
年
記
念
同
期
会
開
催

板
倉
に
て

∧
二
三
期
∨

Ｈ
Ｐ
あ
り

∧
三
一
期
生
∨

昨
年
卒
業
二
十
年
記
念
同
期
会
開
催

今
年
度
の
教
職
員
の
動
向

∧
転
出
者
∨

佐
々
木

武
先
生

（
体
育
）
東
川
高
校
へ

蒔
田
千
恵
子
先
生

（
家
庭
）
旭
川
東
高
校
へ

太
田

雅
康
先
生

（
英
語
）
旭
川
西
高
校
へ

長
尾

亨
先
生

（
音
楽
）
野
幌
高
校
へ

福
原

泉
先
生

（
家
庭
）
旭
川
東
栄
高
校
へ

山
口
真
由
美
先
生

（
国
語
）
旭
川
南
高
校
へ

米
地

俊
治
先
生

（
英
語
）
札
幌
白
陵
高
校
へ

離
任
者
送
別
会
報
告

2
0
0
0

年

3

月

2
4

日

深
川
ホ
テ
ル
。

開
会
の
挨
拶
に
引
き
続
い
て
学
校
長
に
よ
る
離
任
者
一

人
一
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
紹
介
。
先
生
の
人
と
な

り
が
じ
ー
ん
と
伝
わ
っ
て
く
る
ス
ピ
ー
チ
に
、
在
籍
す
る

先
生
方
の
思
い
の
中
に
去
来
す
る
も
の
は
様
々
で
は
あ
る

け
れ
ど
も
惜
し
ま
れ
つ
つ
新
し
い
世
界
に
飛
び
込
ん
で
い

く
こ
と
に
励
ま
し
の
気
持
ち
は
皆
同
じ
よ
う
だ
。
離
任
者

は
そ
れ
ぞ
れ
が
共
有
し
た
場
所
と
時
間
の
な
か
で
フ
ラ
ッ

シ
ュ
し
た
瞬
間
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
紹
介
し
て
、
又
そ

れ
ぞ
れ
に
、
思
い
を
新
ら
た
に
し
た
よ
う
で
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
惜
別
の
言
葉
と
励
ま
し
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
て
後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓
会
等
か
ら
餞
別
の
贈
呈
が

行
わ
れ
、
寺
岡
同
窓
会
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
に

入
る
。

惜
別
の
高
ま
る
中
、
在
職
先
生
に
よ
る
離
任
者
一
人
一

人
へ
の
エ
ー
ル
。
そ
れ
に
答
え
て
米
地
先
生
が
離
任
者
代

表
で
校
歌
、
学
生
の
歌
を
バ
ッ
ク
に
エ
ー
ル
で
答
え
る
。

こ
れ
な
ら
赴
任
地
で
も
大
丈
夫
！

同
窓
会
よ
り
の
我
ら
参
加
者
二
名
も
久
し
ぶ
り
に
校
歌

と
学
生
の
歌
を
腹
の
底
か
ら
歌
っ
た
も
の
で
し
た
。

離
任

さ
れ
る
先
生
方
の
各
地
で
の
ご
活
躍
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。∧

転
入
者
∨

山
下

政
俊
先
生

（
家
庭
）
洞
爺
高
校
よ
り

袖
城

英
幸
先
生

（
音
楽
）
清
里
高
校
よ
り

三
谷

公
先
生

（
体
育
）
旭
川
東
栄
高
校
よ
り

境

利
一
先
生

（
国
語
）
旭
川
凌
雲
高
校
よ
り

山
下

元
先
生

（
英
語
）
網
走
南
ヶ
丘
高
校
よ
り

鈴
木

睦
夫
先
生

（
英
語
）
札
幌
白
陵
高
校
よ
り

中

真
知
子
先
生

（
家
庭
）
赤
平
高
校
よ
り

歓
迎
会
平
成
十
二
年
四
月
十
五
日

日
の
出
会
館

大
西
会
長
が
出
席
し
懇
親
を
深
め
る
。

◎

陸
上
部

【
地
区
】

三
千
ｍ
、
走
高
跳
、
砲
丸
投
げ
、
槍
投
げ

四
百
ｍ
リ
レ
ー

各
一
位
選
手
は
八
名

男
子
総
合
二
位
・
ト
ラ
ッ
ク
優
勝

女
子
総
合
三
位
・
フ
ィ
ー
ル
ド
三
位

【
全
道
】
六
月
二
十
二
～
二
十
四

函
館
市

予
選
通
過
者

男
子
・
八
百
ｍ

坪
谷

男
子
・
走
高
跳

古
川

男
子
・
百
十
ｍ
Ｈ

藤
田

女
子
・
槍
投
げ

多
田

四
百
ｍ
Ｒ
・
岡
田
、
藤
田
、
坂
本
、
高
橋

◎

バ
レ
ー
部

男
子
【
地
区
】

二
位

女
子
【
地
区
】

二
位

【
全
道
】
六
月
十
五
日
～
十
七

旭
川
市

ベ
ス
ト
８

◎

卓
球
部

【
地
区
】

団
体
三
位

個
人
選

Ｗ

鎌
田
・
大
路
準
優
勝

【
全
道
】
六
月
十
三
日
～
十
七
日

小
樽
市

個
人
選

Ｗ

鎌
田
・
大
路
一
回
戦
敗
退

◎

硬
式
テ
ニ
ス
部

【
地
区
】

団
体

男
子
二
位

女
子
二
位

個
人

Ｗ

加
藤
・
生
田

二
位

Ｓ

渡
辺
二
位

加
藤
三
位

【
全
道
】
六
月
二
十
二
～
二
十
四

帯
広
市

個
人
Ｓ

加
藤
・
渡
辺

二
回
戦
敗
退

Ｗ

加
藤
・
生
田

一
回
戦
敗
退

◎

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
地
区
】

団
体
、
予
選
敗
退

個
人
戦
ベ
ス
ト
８

◎

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部

【
地
区
】

男
子
団
体

一
回
戦
敗
退

個
人
一
回
戦
敗
退

女
子
団
体

三
位

個
人
Ｗ

ベ
ス
ト
８

個
人
Ｓ

ベ
ス
ト
８

◎

サ
ッ
カ
ー
部

【
地
区
】

準
優
勝

【
全
道
】
六
月
十
九
日
～
二
十
三
日

小
樽
市

二
回
戦
敗
退

◎

バ
ス
ケ
ッ
ト
部

【
地
区
】

男
子
決
勝
リ
ー
グ
敗
退

女
子
１
回
戦
敗
退

◎

柔
道
部

【
地
区
】

七
十
三
Ｋ
ｇ
級

吉
田
、
優
勝

六
十
六
Ｋ
ｇ
級

高
崎
、
二
位

【
全
道
】

函
館
市

吉
田
、
高
崎
一
回
戦
敗
退

◎

剣
道
部

第二号 深川西高校同窓会便り 発行 2000.8.12

同
窓
生
の
要
の
同
窓
会
館
の
建
設
の
前
段
階
と
し
て
同
窓
資
料
室
の
開
設
の
話
が
進
ん
で
い
ま

す
。
同
窓
生
の
作
品
や
思
い
出
の
品
物
、
記
念
す
べ
き
一
品
、
特
に
新
聞
の
欠
け
て
い
る
号
や
、

学
校
祭
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
々
先
輩
か
ら
後
輩
へ
残
す
べ
き
物
は
一
杯
あ
る
の
で
す
が
、
現
物
が
あ

り
ま
せ
ん
。
是
非
寄
贈
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
を
お
持
ち
で
し
た
ら
お
願
を
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
個
人
の
出
版
物
な
ど
大
歓
迎
で
す
。
在
校
当
時
の
文
集
な
ど
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。
是

非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

平成 11 年度収支決算書

自・11・4・1 から至 12・3・31

収入の部

前期繰越金 290,492

入会金 547,500 1500 × 365 名

ＣＤ /記念誌他 28,000

雑収入 284 利息

合計 866,276

繰越 597,415

支出の部

総会及事業費 109,126

会議費 54,900 役員会

交際費 97,000 別記

通信事務費 6,575

雑費 1,260

合計 268,861

別記 教職員歓送迎会・餞別 77,000 香典 0

同窓会滝川支部総会 0

全国大会出場餞別 20,000

(発行人）
大西 道祥



【
地
区
】

個
人
戦

中
村
、
二
回
戦
敗
退

塩
田
、
一
回
戦
敗
退

◎

弓
道
部

【
地
区
】

男
子
団
体
二
位

女
子
団
体
一
位

女
子
個
人

渡
会
二
位

【
全
道
】

六
月
十
八
日
～
二
十
一

釧
路
市

団
体
男
子
予
選
敗
退

女
子

ベ
ス
ト
８

個
人

渡
会
、
六
位

◎

野
球
部

【
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
】

二
位
（
対
滝
川
西
に
敗
退
）

今
年
度
は
該
当
者
な
し

吹
奏
楽
局

活
動
中

図
書
局

活
動
中

美
術
部

相
変
わ
ら
ず
少
数
精
鋭

英
語
部

活
動
中

弁
論
部

頑
張
っ
て
活
動
中

科
学
部

少
な
い
な
が
ら
も
健
闘
中

茶
華
道
部

前
期
が
華
道
、
後
期
は
茶
道

新
聞
局

部
員
が
不
在
で
休
部

演
劇
部

部
員
が
不
在
で
休
部

写
真
部

根
強
い
人
気
で
頑
張
っ
て
ま
す

放
送
局【

地
区
大
会
】

創
作
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部
門

優
秀
賞

全
道
へ

創
作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門

入
賞

全
道
へ

【
全
道
大
会
】
六
月
二
十
二
～
二
十
三

釧
路
市

入
賞
な
し

活
動
は
二
学
期
以
降
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

同
好
会
は
決
ま
っ
た
活
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
聞
会
が
休
部
と
な
る
事
態
に
な
り
ま
し
た
。
文
系
の
衰

退
は
由
々
し
き
問
題
で
あ
る
。
そ
の
時
代
時
代
で
社
会
に

対
す
る
生
徒
の
真
摯
な
姿
勢
が
ひ
た
む
き
な
あ
ま
り
猛
進

す
る
事
も
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も
歯
抜
け
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
は
・
・
・
と
思
う
と
将
来
に
対
し
て
非
常
な
危
惧
を

抱
く
。
社
会
を
見
つ
め
自
分
を
よ
り
高
め
る
た
め
の
も
う

一
人
の
自
分
を
育
て
る
た
め
に
も
現
実
を
捕
ら
ま
え
問
題

提
起
を
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

頑
張
れ
！
新
聞
局

再
興
せ
よ
演
劇
部
！

学
校
林
現
状
・
・
・
・

見
本
林
・
修
練
道
場
跡
訪
問

6

月

1
8

日
、
真
っ
青
な
空
の
も
と

1
0

時
中
央
病
院
駐
車

場
を
出
発
。
訪
問
者

1
1

名
遠
足
に
も
似
た
気
持
ち
で
心
う

き
う
き
。
ス
キ
ー
場
を
過
ぎ
て
車
は
や
が
て
ハ
イ
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
へ
。
の
ど
の
渇
き
を
癒
し
た
水
飲
み
場
を
過
ぎ
て

一
曲
が
り
、
道
場
へ
続
く
道
は
ぬ
か
る
み
で
こ
こ
か
ら
徒

歩
と
な
る
。
道
の
脇
に
は
ワ
ラ
ビ
や
う
ど
、
蕗
が
目
に
付

い
て
足
が
進
ま
ず
。
今
夜
の
お
か
ず
に
と
い
さ
さ
か
失
敬
。

ゆ
る
い
カ
ー
ブ
で
修
練
道
場
跡
地
に
到
着
。
き
れ
い
に
竹

が
刈
り
払
わ
れ
て
昔
の
石
垣
が
良
く
わ
か
る
。
「
角
材
を
担

い
で
よ
く
も
こ
こ
ま
で
歩
い
た
も
の
だ
」
と
昔
を
思
い
浮

か
べ
て
感
慨
し
き
り
。
記
念
撮
影
の
後
、
学
校
林
へ
出
発
。

道
は
何
回
も
曲
が
っ
て
は
上
へ
上
へ
。
車
の
Ｕ
タ
ー
ン
の

場
所
を
求
め
て
沖
里
河
山
の
駐
車
場
へ
到
着
。
つ
い
で
に

数
十
段
の
階
段
を
登
っ
て
数
分
で
頂
上
へ
。
納
内
か
ら
深

川
の
町
並
み
を
眺
め
、
暑
寒
別
連
峰
や
大
雪
山
連
峰
、
十

勝
連
峰
を
遥
か
に
望
み
、
す
っ
か
り
気
を
良
く
し
て
下
山

す
る
。
途
中
で
学
校
林
を
確
認
す
る
。
後
二
十
年
ほ
ど
で

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
林
の
中
に
休
憩
所
や
、

遊
歩
道
が
あ
れ
ば
も
っ
と
身
近
な
存
在
に
な
る
の
か
な
？

な
ど
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
・
・
・
・
昼
食
会
場
へ
。
思
い

が
け
ぬ
山
菜
の
収
穫
へ
の
準
備
不
足
の
反
省
、
学
校
林
へ

の
今
後
の
対
策
、
次
回
の
再
会
を
約
束
し
て
散
会
す
る
。

現
状
は
人
工
林
か
ら
自
然
林
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る

学
校
林
の
有
効
利
用
法
他

遊
歩
道
の
整
備
な
ど
で
き
れ
ば
い
い
ね

同
窓
生
の
自
由
な
植
林
の
場
所
の
確
保
が
出
来
る
？

学
校
林
所
在
確
認
の
看
板
の
設
置

目
印
の
要
の
巨
木
「
湧
雲
の
白
樺
」
の
周
辺
整
備

他
に
活
用
法
が
あ
れ
ば
連
絡
く
だ
さ
い
。
妙
案
を
期
待

し
ま
す
。

同
窓
の
集
い
報
告

第
一
回

平
成
八
年
八
月
十
四
日

参
加
三
百
五
十
人

第
二
回

平
成
九
年
八
月
十
四
日

参
加
二
百
余
人

第
三
回

平
成
十
一
年
九
月
十
八
日

参
加
二
百
二
十
余
人

次
回
開
催
予
告

特別会計
収入の部
前期繰越金 3,440,179

地代 73,100 深川スキー場

雑収入 4,273 利息

合計 3,517,552

支出の部
税金 20,100 10 年度

20,100 11 年度

雑費 420

合計 40,620

次期繰越金 3,476,932
内訳 普通預金 1,022,127

定期預金 500,000
定期預金 1,954,805

学校林の唐松林

「
同
窓
の
集
い
」
を
毎
年
、
９
月
の
第
二
土
曜
日
に
固

定
し
て
開
催
を
す
る
事
決
定
で
し
ま
し
た
。
今
年
は

九
月
九
日
土
曜
日

午
後
六
時
三
〇
分

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
板
倉
で
す
。
多
勢
の
参
加
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
素
敵
な
催
し
は
毎
年
や
る
と
楽
し
み
が
薄
れ
る

か
ら
二
年
に
一
度
で
良
い
と
い
う
人
も
居
る
の
は
事
実
だ

が
、
内
容
が
毎
年
実
行
委
員
会
の
な
か
で
企
画
が
変
わ
る

の
で
今
後
益
々
素
敵
な
内
容
が
出
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

き
っ
と
、
楽
し
い
運
営
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
の
構
成
も
現
状
は
卒
業
の
十
年
サ
イ
ク
ル

と
符
号
す
る
の
で
、
来
年
以
降
は
一
気
に
末
尾
五
期
が
実

行
委
員
会
を
構
成
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
五
期
、
十
五
期
、

二
十
五
期
、
三
十
五
期
、
四
十
五
期
の
同
窓
生
に
今
か
ら

お
願
い
し
て
お
き
ま
す
。
今
か
ら
内
容
を
考
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

∧
特
別
報
告
∨

竹
内
先
生
近
況

老
い
て
益
々
盛
ん
と
い
わ
れ
た
竹
内
先
生
が
階
段
か
ら

こ
け
て
足
を
負
傷
。
し
か
し
、
写
真
に
対
す
る
執
念
は
す

ざ
ま
し
く
二
階
に
あ
る
暗
室
に
は
車
椅
子
ご
と
上
が
る
階

段
リ
フ
ト
で
移
動
し
て
作
業
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

前
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
の
写
真
個

展
の
数
日
前
の
話
で
あ
る
。
ち
な
み
に
個
展
は
八
月
四
日

か
ら
八
日
ま
で
の
期
間
で
し
た
。
是
非
お
元
気
に
な
っ
て

お
姿
拝
見
！
と
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

∧
訃
報
∨

林

太
造
先
輩

同
窓
会
の
東
京
支
部
で
長
い
間
支
部
の
発
展
の
為
に
ご

努
力
を
い
た
だ
い
た
林

太
造
先
輩
（
旧
中
１
期
生
）
東

京
支
部
初
代
会
長
が
四
月
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
つ
つ
し
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
八
期
十
六
年
に
わ
た

っ
て
関
東
を
中
心
と
し
た
東
京
支
部
の
発
展
の
基
礎
を
作

ら
れ
た
方
で
す
。
こ
の
ご
努
力
に
報
い
る
た
め
に
も
同
窓

の
つ
な
が
り
の
火
を
永
久
に
保
ち
続
け
た
い
も
の
で
す
。

同
窓
資
料
室
の
開
設
予
定

前
々
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
同
窓
資
料
室
が
俄
然
現
実

味
を
帯
び
て
き
た
。
空
き
教
室
は
な
い
が
使
用
頻
度
の
低

い
部
屋
を
同
窓
会
の
た
め
に
開
放
し
て
く
れ
る
そ
う
で
、

全
く
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
実
現
の
た
め
に
さ
ら
に
具
体

的
に
作
業
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

六
月
二
十
五
日
投
票
の
衆
議
院
選
挙
で
国
政
を
目
指
し

た
同
窓
生
は
次
の
四
名
で
す
。

旧
４
回
生

中
島
武
敏

東

京
十
一
区

共
産
党

十
九
回
生

堀

幸
光

青

森
一
区

共
産
党

二
十
回
生

横
山
充
洋

北
海
道
三
区

自
由
連
合

二
三
回
生

山
下
貴
史

北
海
道
十
区

自
由
民
主
党

同
窓
生
か
ら
二
人
目
の
国
会
議
員
を
・
・
・
と
、
特
に

地
元
密
着
の
候
補
と
し
て
地
元
十
区
か
ら
二
十
三
期
生
で

幌
加
内
出
身
の
山
下
貴
史
君
を
国
会
に
送
る
べ
く
地
元
の

同
窓
生
の
有
志
が
集
ま
っ
て
湧
雲
の
会
を
結
成
。
善
戦
空

し
く
、
彼
が
幼
か
り
し
頃
か
ら
の
故
郷
で
の
強
い
想
い
を

国
会
へ
届
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
現
在
、
次
回
へ

の
雪
辱
を
期
し
て
奮
闘
中
。

ど
ろ
や
な
ぎ

▽

さ
て
、
各
期
の
同
期
会
が
８
月
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
な

の
で
そ
れ
に
間
に
合
わ
せ
る
べ
く
急
い
で
編
集
し
た
同
窓
便
り
な

の
で
羅
列
重
視
の
同
窓
会
便
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
万

数
千
名
の
同
窓
の
絆
を
結
び
付
け
る
に
は
今
年
の
出
来
も
あ
ま
り

に
も
拙
い
も
の
で
す
が
無
い
よ
り
ま
し
と
の
気
持
ち
は
今
年
も
全

く
同
じ
で
す
の
で
暖
か
く
見
守
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

各
期
の
動
向
に
も
っ
と
力
を
注
ぎ
た
い
の
で
す
が
情
報
収
集
に

は
時
間
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
７
月
中
に
各
期
の
動
向
が
わ
か
る
方

法
が
な
い
か
と
模
索
中
で
す
。
幸
い
ネ
ッ
ト
上
で
は
若
い
世
代
が

飛
び
交
っ
て
い
て
案
外
活
躍
し
て
く
れ
そ
う
な
気
が
し
ま
す
の
で
、

期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

▽

紅
葉
の
訪
れ
も
も
う
す
ぐ
で
す
。
や
が
て
秋
色
に
染
ま
る

事
で
し
ょ
う
。
そ
う
言
え
ば
同
窓
会
で
校
庭
に
記
念
植
樹
を
し
た

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ツ
リ
ー
も
や
っ
と
一
本
だ
け
大
き
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
後
、
何
年
で
花
を
咲
か
せ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。
開
校
当

時
植
え
ら
れ
た
ど
ろ
や
な
ぎ
が
役
割
を
終
え
、
思
い
出
の
な
か
に

残
る
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
学
校
林
や
修
練
道
場
な
ど
も
風

化
さ
せ
ま
い
と
保
存
維
持
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

▽

今
年
は
大
西
会
長
の
十
七
期
が
同
窓
の
集
い
に
合
わ
せ
て

同
期
会
を
開
く
そ
う
で
す
。
全
員
が
同
窓
の
集
い
に
参
加
し
て
、

終
わ
っ
て
か
ら
、
別
室
で
同
期
の
旧
交
を
温
め
る
そ
う
で
す
。

各
期
と
も
色
々
な
企
画
の
な
か
で
同
期
会
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
つ

れ
同
窓
会
に
も
か
か
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
集
い
に
合
わ
せ
て
疎

遠
な
同
期
と
顔
を
合
わ
せ
る
期
も
有
り
ま
す
。
様
々
な
企
画
で
利

用
さ
れ
て
い
て
大
変
参
考
に
な
り
ま
す
。
た
だ
残
念
な
こ
と
は
同

期
の
つ
な
が
り
を
も
つ
機
会
の
な
い
期
が
あ
る
こ
と
で
す
。
是
非

誰
か
が
ご
足
労
を
願
っ
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。▽

同
じ
催
し
を
続
け
て
い
く
事
は
大
変
で
す
が
、
マ
ン
ネ
リ

に
な
ら
ず
変
化
を
持
た
せ
な
が
ら
同
窓
の
営
み
を
続
け
て
い
く
事

が
出
き
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
・
・
。

特
に
各
期
の
幹
事
さ
ん
に
感
謝
し
つ
つ
・
・
。

西
高
校
の
紹
介
ネ
ッ
ト
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